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１．研究目的

中間育成用種苗、放流用種苗および養殖用種
苗として殻長８～１５mmサイズ３３万個の生産
を目指して生産し、配布する。

２．研究方法

（１）平成２１年度採卵分（中間育成～出荷）
中間育成は、屋外の１０m水槽１０～１６基を用

い、塩ビ製の黒色シェルターを１槽当たり２２
枚敷いた。飼育海水（生海水）の換水率は毎時
１～２回転とした。遮光は４月中旬から開始し、
朝～夕にかけて９５％遮光幕で遮光した。餌料
は、アワビ用配合餌料を週３回飽食給餌した。
５月下旬まで動物性蛋白質を使用していない飼
料を使用し、その後は動物性タンパク質入りの
飼料を与えた。加えて、中間育成初期には生ワ
カメ、５月下旬以降は生アラメを補助的に給餌
した。底掃除は一週間に３回全排水で行った。
３月と５月に選別を行い、各生産回次の大型個
体を残すようにした。出荷の約２～３日前に剥

離し、選別、計数（重量換算法）を行い、ホタ
テ貝殻に付着させ出荷した。

３．研究結果

（１）平成２１年度採卵分
３月から５月にかけては、１１℃～１５℃と前年
より１～２℃程度水温が低かったためか、前年
度よりも摂餌量は減少した。水温が１８℃台と
前年に追いついた６月頃から摂餌量が上昇し
た。全体的に見て、中間育成開始から終了まで、
大規模な摂餌不良は生じなかった。殻長は、前
年度よりは緩やかだが順調に成長した。８mm
サイズは、隠岐道後水産種苗センターへ平成
２２年４月に１０万個、１５mmサイズは JF浦郷
支所へ平成２２年７月に５万個の出荷を行った。

４．研究成果

中間育成後、県内全域の沿岸に放流が行われ
る予定である。
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